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海外市場に対応した粉末茶のマーケティング戦略の構築

代表：静岡県立大学 茶学総合研究センター 中村順行

日本茶輸出額
６０→１５０億円へ!!
日本茶輸出額
６０→１５０億円へ!!

粉末茶や抹茶の海外市場における
トレンド調査概要と日本茶の輸出促進

日本茶の輸出の推移

研究の背景

・日本茶は、和食人気や機能性が世界的に認知され、輸出は5～6倍に急増。

・抹茶は他国の追随を許さない高品質な製造技術と文化性をもち、他用途利用も増加。

・一方、他国産の類似品も多く出回り、日本茶ブランドを侵食。

・日本茶、特に粉末茶などの利用実態や嗜好、他用途利用状況等は明らかでない

・海外市場での競争力をより一層高めるためにも、実需ニーズの詳細な解析に基づく

マーケティング戦略の構築が急務

研究の目的とねらい

目的： 日本特有の高付加価値型商品である抹茶を含む粉末茶の競争力をより

一層高めるため、消費実態や商品提案に基づき多変量解析やSWOT分析法等の

マーケティングサイエンス手法駆使した粉末茶のマーケティング戦略を構築する。

ねらい：

①研究対象：文化性が高く、付加価値のつけやすい粉末茶

②対象市場：輸出の約半分を占め、多民族国家である米国市場

③商品グレード：トップグレードの飲用、他用途粉末茶

実態調査をもとに消費動向解析や差別化要
因分析、商品提案とその嗜好調査や商品価
値の明確化をベースに統計的手法を駆使

粉末茶マーケティング戦略の構築

④戦略の波及：戦略の他国、他グレードへの波及

⑤達成目標：日本茶輸出倍増化
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世界における茶の国別生産量と栽培面積(2013)

世界における茶の生産量の推移

緑茶は機能性の高ま
りから増加している

主要国の茶の輸出量の推移

世界における茶のトレンド

米国での販売例
谷本氏から借用

世界における緑茶の飲用状況

日本茶は、

文化性・機

能性面から

世界の憧れ

的な嗜好品

数量(t) 金額(百万

円)
数量(t) 金額(百万

円)
円/kg 数量 金額 紅茶

韓国 17.8 14.0 7.2 14.7 2 ,050 0.4 1.0
香港 66.0 111.1 77.7 172.6 2 ,221 1.2 1.6
台湾 21.8 52.2 378.1 439.9 1 ,163 17.3 8.4
中国 0.6 3.3 22.5 45.9 2 ,036 35.5 14.0
シンガポール 67.5 168.5 213.4 641.7 3 ,007 3.2 3.8
タイ 23.1 56.5 132.4 220.2 1 ,662 5.7 3.9
マレーシア 12.1 22.3 66.4 132.2 1 ,991 5.5 5.9
イギリス 22.7 52.0 25.6 73.3 2 ,859 1.1 1.4
ドイツ 101.8 151.0 154.5 456.8 2 ,956 1.5 3.0
フランス 17.8 64.3 56.0 153.4 2 ,737 3.1 2.4
イタリア 13.8 20.8 10.8 19.1 1 ,765 0.8 0.9
オランダ 37.4 78.9 30.4 109.7 3 ,608 0.8 1.4
スイス 3.1 8.4 8.8 33.3 3 ,792 2.8 4.0
カナダ 56.1 59.0 189.4 318.9 1 ,683 3.4 5.4
アメリカ 253.5 415.5 1444.0 3129.8 2 ,167 5.7 7.5
ロシア 1.2 4.2 2.9 7.4 2 ,534 2.5 1.8
　※　1)、2)；茶関係資料(2003、2014版)、公益社団法人日本茶業中央会編

           Commodity Problems {Intergovemmental Group on Tea 2012} Colombo, SriLanka

      4)；推定緑茶消費量＝(2013年茶生産量2),3)＋輸入量3)）－推定紅茶消費量

       3)；Annual Bulletin of Statisics(2014) International Tea Committee, Committee on

輸出国

増減比較
(2013/2002)

2002年1) 2013年2)

国名 茶種
調査
数

平均金額
(円)

金額の幅(円)

煎茶 5 637 372～900
玄米茶 3 293 202～420
ティバッグ 9 22 15～35
煎茶 7 719 379～1,048
玄米茶 1 1,225 1,225
ティバッグ 2 20 20
煎茶 6 1,460 542～2,437
玄米茶 2 1,787 1,623～1951
ほうじ茶 1 671 671
ティバッグ 1 19 19
煎茶 4 1,275 473～2,298
抹茶 3 3,925 2,152～6,888
玄米茶 1 278 278
ティバッグ 4 50 37～64
煎茶 2 1,089 264～1,914
抹茶 5 3,404 2,475～4794
玄米茶 2 374 348～400
ティバッグ 2 79 73～85
煎茶 8 2,078 1,100～3,542
抹茶 1 11,000 11,000
玉露 1 4,982 4,982
玄米茶 2 1,414 720～2,108
ほうじ茶 1 900 900
番茶 1 675 675
ティバッグ 6 47 38～61

※　データはJETRO「世界の農林水産物・食品小売価格(2011～2012)」より改変

※　茶の金額は円/100gとし、ティバッグは円/１バッグ当たりに換算した

ロシア

台湾

米国

中国

フランス

イギリス

日本からの輸出状況
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世界における日本茶の飲用実態世界における緑茶の生産量
と輸出量(2012)

生産量
約150万ｔ

日本
約 8万t

輸出量
約33万ｔ

日本
約０．３５ｔ

日本茶の世界における実態 日本茶の選ばれる理由

アジアでは和食に合う、文化性が高い、北米では美味しい、香味機能性が豊かなど
の理由で日本茶が選ばれている

米国における茶飲料状況

米国における茶の消費量は激増
し、マーケット規模も拡大し、これ
までのアイスティー、ティーバッ
グ、紅茶中心から緑茶へのシフト
も見られ始めている。

粉末茶に対して求める価値

米国における緑茶輸入国の推移
2009 2013 伸び率

インド 604 3.9 1036 4.6 1.72
中国 8546 55.6 14234 63.2 1.67
日本 1416 9.2 1700 7.5 1.20
ドイツ 1165 7.6 732 3.2 0.63
ブラジル 314 2.0 508 2.3 1.62
台湾 375 2.4 426 1.9 1.14

合計 15236 99.1 22534 100.0 1.48

Internatioal tea committee

米国における日本茶 米国における緑茶の大部
分は中国茶(63%)であり、
日本茶は7.5%にとどまる。

また、大部分はティーバッ
グで飲まれているが、価格
は高い。
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各種H.Pより引用

他国産 日本茶風緑茶も横行している 日本産の高価格性を維持するために

はい
43%

いいえ
57%

日本産と他国産の違いの
認識度

産地（日本産か否か）の判別分析

日本産と判
別

その他と判別

日本産と他国産との違いは成分
分析により判別を可能とした
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知って
いる

食べたこ

と飲んだ

ことがある

とても食
べたい

やや食
べたい

全く食べ
たくない

(菓子類) 71.0 49.0 42.0 35.0 9.0

(飲料) 84.0 63.0 47.0 37.0 5.0

(食べ物) 54.0 35.0 40.0 36.0 5.0

(その他

の緑茶

加工品)

44.0 27.0 24.0 38.0 9.0

緑茶加工品・緑茶を使用したものについて？

抹茶・粉末茶の多用途利用

抹茶ラテ、抹茶アイスのように海外から日本
に逆輸入

緑茶加工品・緑茶を使用した料理などについてどのように感じますか？

抹茶・粉末茶についての感想

抹茶を利用した食品の開発

グリーンポップコーン

茶漬サンドグリーンティーボール

チャーメンサラダ

一流シエフによる作成

これは、料理人の技術を競い合わせるための
コンテストではありません。
その未来を応援したくなるような“若い才能”を
見つけ出すための「料理人版スター誕生」です。

RED U-35
(RYORININ’s EMERGING DREAM)

新時代の若き才能を発掘する
日本最大級の料理人コンペティション

RED U-35 (RYORININ’s EMERGING DREAM)
レッド アンダー サーティーファイブ（リョウリニンズ エマージング ドリーム）

RYORININ’s EMERGING DREAMとは、「料理人に現わる夢」という意味。
RED U-35は、夢をもった次世代の料理人たちを応援するプロジェクトです。

料理人35才以下の日本一を決める「RED-U35」

の入賞者に、日本産粉末茶のレシピ及び商品開
発を依頼。

「RED-U35」の入賞者は海外で活躍するシェフ

も多く、日本内でも最高レベルの食のコンペティ
ションであり、そのシェフの斬新な粉末茶のレシピ
及び商品開発を行う事は、広く海外にPRすること
が可能である。

「RED-U35」入賞者より、最終的に５商品のレシ
ピ及び商品開発を行う。

一流シエフ

最も食べて

みたい

見た目の

美しさ
新しさ 伝統的 美味しそう 凝っている

グリーンポップ
コーン

粉末茶、チョコレートを合わせた外国人
好みのグリーンポップコーン

23.0 15.0 45.0 11.0 20.0 2.0

チャーメンサラダ
世界的にブームの麺に粉末茶を入れ、
茶の香りも楽めるヘルシーサラダ

25.0 37.0 17.0 21.0 36.0 8.0

グリーンティ
ボール

米国の朝食用に米とパンを合わせたお
茶の香り豊かな新感覚の一皿

17.0 47.0 18.0 15.0 24.0 15.0

Japanese tea
ceremony soup

緑茶をだしの一種として捉え、豆腐の
下からスープが出てくる驚きの逸品

11.0 26.0 14.0 36.0 27.0 4.0

茶漬けサンド
緑茶を汎用性のあるバターソースにし、
寿司感覚で食べられるお茶漬け

24.0 42.0 25.0 18.0 33.0 20.0

アンケート結果(%)
レシピ名 メニュウ概要

5種のレシピを見てどのように感じますか？

５種類のレシピによる米国人の嗜好
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世界の茶のなかでの
日本茶の特質は!!

・浸出液が緑色であること

・蒸熱処理のため、浸出液

中に成分が溶出しやす

いこと

・旨味のアミノ酸含量が高

く、カテキン類の濃度が

低いこと

・香りに若葉の新鮮香が

あること

・針状のお茶であること

・ビタミンCを多く含むこと

・歴史が長く、文化性が高

いこと

日本茶の特質
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日本茶のポジショニング 日本茶のSWOT分析

☆米国における茶の消費量は機能性などが評価され今後も増加し続ける
☆大部分は、簡便に飲用可能な茶

☆しかしながら、高学歴者で高所得者は日本茶の持つ高品質性や高い文化
性をもつものと評価し、それなりの金額を払う。

☆ターゲット

日本食やグルメ志向が強く、日本の文化にも高い興味を抱いている消
費者

日本茶の弱みである「価格が高い」「シｴアが低い」ことを逆手に取り、価格競

争に巻き込まれないよう品質表示などを含め高価格帯商品に狙い
を絞るのが良い。

高品質性を前面に打ち出し、日本文化や和食と絡
めたマーケティングが適当

米国における日本茶の販売ターゲットとマーケティング

トップグレード
需要拡大

☆被覆栽培の強化、
☆蒸熱処理後の品質の劣化防止
☆製品の鮮度保持を強化

☆他国産との成分に
よる差別性の強化

☆消費者に分かりやすい
日本文化や機能性等
の提案

トップグレードの需要拡大をさらに伸ばすためには


